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｢プロシア士官｣ と超時間的シーン

豊 国 孝

D.H.ロレンスの最初の短編小説集 ThePrusskmOjWcerandOtherSton'es

は1914年 11月26日にDuckworth社から出版 された｡この短編集 は1907

年から1914年の間に出版 された作品を改訂 したものである｡これと並行し

て､ロレンスはSonsandLoversを1910年 10月にPaulMwelというタイ

トルで書き始め､11年､題名を変えて12年と書 き直し11月に完成する｡出

版は1913年 5月29日である｡一方､TheRainbou)は1912年の終わりに発

想が始まり､TheSistersというタイ トルで 1913年に書き始められ､第 1稿

は6月に完了､第 2稿は1913年 9月から14年 1月頃に完了､第 3稿は1914

年 2月に TheWeddingRingとして書かれ､ 5月中旬に TheRainbou)とし

て完了､第 4稿は1914年 11月から1915年 5月頃に完成している｡初版本は

Methuen社から1915年 9月30日に出版される｡つづいて､WomeninLoue

は1916年 4月から11月までに完成 し､最初の出版 は1920年 11月 9日に

ThomasSelter社からである (MartinSecker社からは1921年に出版)0

したがって ThePrussianOHz'cerは､ロレンスが SonsandLouersを完

成し､TheRainbou)や WomeninLoveへと成熟してゆく過渡期の重要な作

品といえるのではなかろうか｡その点をこの論文で触れてみたいと考える｡

ロレンスは1914年 6月5日のEdwardGarnett宛の例の有名な手紙のなか

で次のように宣言する｡｢わたしの小説のなかに､人物の旧来の不動の自我を

求めてはいけない｡別種の自我が存在する｡ そして､その自我の行動に従う

と個人 というものは消える｡いわば同素体的状態を経験する｡そのような状

態を発見するには､従来使いなれた感覚よりもっと深い感覚を必要とする｡

-- しかし､いずれにせよ､人間における非人間的なもの- 物質的なもの

の方が､旧式な人間的要素､つま_り人物をある特定の倫理的図式のなかにと
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らえ首尾一貫させるよりもわたしには興味がある｣ 1と｡ ロレンスは人間が何

を感じるかということではなく､人間とは何か､人間の存在そのものに関心

を抱 くことになる｡

この ｢物質の生理学｣ というマニフェス トにより､ロレンスはSonsand

Louersで追求した伝統的意味での人物の描写をやめて､TheRainbowでは

もっと深い心理層に立ち人物や人間関係を追求してゆくことになる｡ロレン

スは19世紀小説的 ｢感情｣の前提 としての自我､首尾一貫した人物造形では

なく､不透明な "acllaOSOflumps"としての肉体をもつ実体 としての自我を

求める｡ ある意味で､混沌 とした矛盾する人物を描 くということは､人物を

外からでなく内から活きだすということではなかろうか｡私見では､とくに

SonsandLoversとTheRainbowやWomeninLoveを画する一つの点は､

後者の作品では､超時間的 とでもいうべき時間に支配される人物の意識の深

層が描かれているということであろう｡ 本稿では､ThePrussianOjfl-cerの

中の四つの短編小説､ T̀hePrussianOfficer'､T̀heThornintheFlesh'､

D̀aughtersoftheVicar'､ ÒdourofChrysanthemums'にあらわれる超時間

的シーンをとりあげ､TheRainbowや WomeninLove等の作品との接点を

論じてみたいと思う｡

T̀hePrussianOfficer'

｢プロシア士官｣は1913年 5月に書 き始められ､1914年 8月に TheEng-

1ishRevieu)誌にのった短編小説である｡この短編ではプロシア士官と従卒の

ある意味でホモ ･セクシュアルというべき関係が描かれる｡軍隊 というメカ

ニズムの中に長いこといる年をとって強張った肉体 をした士官 (Haupt一

mapn)にとり､兵卒 (Sch6ner)の若 く生き生 きとした肉体 とその優雅な動

きが､暖かい炎のように感じられる｡ 士官の兵卒に対するサディスティック

lD.H.Lawrence,TheLettersofD.H.Lawrence,Vol.II,ed.GeorgeJ.Zytarukand
JamesT.Boulton(Cambridge:CambridgeUniversityPress,1981),pp.182-183.
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な行為はKingsleyWidmerのいうように､死への欲望や同性愛的愛 と憎し

み2の現れであろうOしかし､これは WomeninLoueで主人公 Geraldが馬

や兎に暴力を振るうシーンと同様､無垢な生命力､無意識的なものに対する

軍隊 という権威の遂行者である士官の反生命的な行為 ともいえよう｡ 士官は

"stiffened"とか "suppressed"と形容 され るのに対 し､兵卒 は"warm"､

"full"､"free"､"Wildanimal"､"dark"と描写される｡

森の中で兵卒がビールを飲んでいる士官を殺害するシーンでは､兵卒の心

理の深層が描かれることになる｡ 兵卒は士官の胸に膝を押しつけ､全身全霊

で士官の顎をしめつけて殺す｡彼は士官に飛びかかり､士官の胸に自分の膝

をつけて､力いっぱい彼の顎を押しつけた｡開放の情熱を込めて一心に､腕

の緊張にほっとして､押しつけていた｡兵卒には士官の髭でざらざらしてい

る顎に手をあてることは愉快であった｡

Thespuroftheofficercaughtinatree-root,hewentdown

backwardswithacrash,themiddleofhisbackthudding

sickeninglyagainstthesharp-edgedtree-base,thepotflying

away.Andinasecondtheorderly,withserious,earnest

youngface,andunderlipbetweenhisteeth,hadgothisknee

intheofficer'schestandwaspresslngthechinbackward

overthefartheredgeofthetree-stump,pressing,Withallhis

heartbehindinapassionofrelief,thetensionofhiswrists

exquisitewithrelief.Andwiththebaseofhispalmshe

shovedatthechin,withallhismight.Anditwaspleasant

tootohavethatchin,thathardjawalreadyslightlyrough

withbeard,inhishands.Hedidnotrelaxonehair'S-breadth

2KingsleyWidmer,TheArtofPerversity,D.H.Lawrence'sShorterFictions
(Seattle:UniversityofWashingtonPress,1962),pp.6･7.
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but,alltheforceofallhisbloodexultinginhisthrust,he

shovedbacktheheadoftheotherman,tilltherewasalittle

c̀luck'andacrunchingsensation.Thenhefeltasifhisheart

wenttovapour.Heavyconvulsionsshookthebodyofthe

officer,frighteningandhorrifyingtheyoungsoldier.Yetit

pleasedhimtootorepressthem.Itpleasedhimtokeephis

handpressingbackthechin,tofeelthechestoftheother

manyieldinexpirationtotheweightofhisstrongyoung

knee,tofeelthehardtwitchingsoftheprostratebodyjerk-

inghisownwholeframe,whichwaspresseddownonit.3

無心 といってもよい精神状態のもと､士官を殺害する兵卒の行動は超時間

的時間に支配されている｡ こういった決定的シーンは主人公が何か宇宙の非

人間的力にとらわれたときに起 こるといってよい｡したがって､この士官殺

害 という行為は､生命を守 ろうとする兵卒の一種のリチュアル的行為 といえ

よう｡WomeninLoveでもGeraldが Gudrunを締め殺そうとするシーンは

雪山という自然の中で起 こる｡ 両シーンとも主人公が快感 と満足感をもつと

いう点では､共通 しているが､ここではGeraldのサディズムが強調される｡

Agreatastonishmentburstuponhim,asiftheairhad

broken.Wide,widehissoulopened,inwonder,feelingthe

pain.Thenitlaughed,turning,with stronghandsout-

stretched,atlasttotaketheappleofhisdesire.Atlasthe

couldfinishhisdesire.

3D.H.Lawrence,ThePrussianOjfl'cerandOtherStories,ed.JohnWorthen
(Cambridge:CambridgeUniversityPress,1983,FirstPublished1914),pp.14-15.
以下､本稿における引用頁は､この版による｡
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HetookthethroatofGudrunbetweenhishands,thatwere

hardandindomitablypowerful.Andherthroatwasbeauti-

fully,sobeautifullysoft.Savethat,within,hecouldfeelthe

slipperychordsofherlife.Andthishecrushed,thishecould

crush.Whatbliss!Ohwhatbliss,atlast,whatsatisfaction,

atlast!4
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士官を殺した兵卒は追手を逃れて､自然のなかを紡径い､日射病にかかり

死んでゆく｡彼の死のラス トシーンは､兵卒の意識の流れを追うことにロレ

ンスは集中している｡ 意識が失われてゆく主人公は自然 と一体化することを

望むが､それは彼が失ってしまったことで､もはや体験できないことなのだ｡

Inthemorninghecamedefinitelyawake.Thenhisbrain

flamedwiththesolehorrorofthirstiness.Thesunwasonhis

face,thedewwassteamingfromhiswetclothes.Likeone

possessed,hegotup.There,straightinfrontofhim,blueand

coolandtender,themountainsrangedacrossthepaleedge

ofthemorningsky.Hewantedthem - hewantedthem

alone- hewantedtoleavehimselfandbeidentifiedwith

them.Theydidnotmove,theywerestillandsoft,with

white,gentlemarkingsofsnow.Hestoodstill,madwith

suffering,hishandscrispingandclutching.Thenhewas

twistinginaparoxysm onthegrass.(p.20)

朝兵卒が目を覚ますと､彼の前には山が青 く冷やかに誓えたっている｡この

4D.H.Lawrence,WomeninLove,ed.DavidFarmer,LindethVaseyandJohn
Worthen(Cambridge,1987,FirstPublished1920),p.471.
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小説の冒頭の兵隊が行進してゆくシーンでも､天 と地の間に浮かぶ雪をいた

だいた山並みが印象的に描かれている｡兵卒は山と一体 となることを望むが､

それは彼が失ってしまった自然なのだ｡雪をいただく山は精神性､不毛性､

抽象性､死のシンボルであると同時に､人間の文明に対比された根源的自然

や生命の象徴でもある｡ この場面で山はMirceaEliadeのいうように､天地

のへそで､創造が始まった所5､つまり聖なる場所でもある｡ そこへ兵卒は回

帰したいと考えているといえる｡

このシーンは1922年に出版された Èngland,MyEngland'で､ヒーロー

Egbertが戦争に行 き死んでゆくラス トシーンを思いださせる.彼は死の苦し

みのなかで､｢暗黒の死の海｣を求めて､その中に沈んでゆくことになる｡

Death,oh,death!Theworldallblood,andthebloodall

writhingwithdeath.Thesoullikethetiniestlittlelightout

onadarksea,theseaofblood.Andthelightguttering,

beating,pulsinginawindlessstorm,wishingitcouldgoout,

yetunable.

Therehadbeenlife.TherehadbeenWinifredandhis

children.Butthefraildeath-agonyefforttocatchatstraws

ofmemory,strawsoflifefromthepast,broughtontoogreat

anausea.No,No!NoWinifred,nochildren.Noworld,no

people.Bettertheagonyofdissolutionaheadthanthenau-

seaoftheeffortbackwards.Bettertheterribleworkshould

goforward,thedissolvingintotheblackseaofdeath,inthe

extremityofdissolution,thanthatthereshouldbeany

reachingbacktowardslife.Toforget!Toforget!Utterly,

5MirceaEliade,TheMythofEtemalReturn,or,CosmosandHisto叩,trams.
WillardR.Trask(Princeton:PrincetonUniversityPress,1971),p.16.
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utterlytoforget,inthegreatforgettingofdeath.Tobreak

thecoreandtheunitoflife,andtolapseoutonthegreat

darkness.Onlythat.Tobreaktheclue,andmingleand

comminglewiththeonedarkness,withoutafterwardsor

forwards.Lettheblackseaofdeathitselfsolvetheproblem

offuturity.Letthewillofmanbreakandgiveup.6
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前述のシーンでもクロノロジカルな時間は消え失せ､超時間的時間のなか

で､主人公の意識の深層が措かれている｡彼は｢死の海｣､つまりEliadeのい

う存在以前のカオス的世界7へと回帰してゆくのだ｡Egbertは死の観念にと

り背かれ､自己崩壊 してゆく男 という点では､無垢な兵卒 とは大 きく異なっ

ている｡

｢プロシア士官｣のエンディングは死体安置所に二つの死体が並べておかれ

ている場面で終わる｡ 一方は繊細で白く硬直し､他方は眠 りから覚めんばか

りに若 く生 き生きとしている｡この生 と死の対比は主人公の生前の生き方を

反映しているのである｡こう考えてくると､｢プロシア士官｣は象徴的傾向の

強い短編 といえよう｡

T̀heThornintheFlesh'

この作品は1913年 6月 21日に書かれて､1914年 6月に The English

Revieu)に出版されたものを､7月 14日から17日に改訂したものである｡主

人公 Bachmannはハンサムで若々しい青年であるが､軍隊 という組織のなか

で､個人 としての人間性は抑圧されているのである｡

6D.H.Lawrence,England,MyEngland(Harmondsworth:PenguinBooks,1968,
FirstPublished1922),p.39.
7M.Eliade,TheSacredandtheProfane,TheNatureofReligion,trans.Willard
良.Trask(NewYork:Harcourt,Brace&Worldlnc.,1959),p.130.
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軍事訓練で兵士たちが壁にかけられた梯子を登ってゆくシーンでは､とく

に軍隊のもつメカニズムが描写される｡ 上から降 りて くる兵隊の姿はまるで

昆虫のようで､びくつきながらはい降りて くる｡兵隊の顔は強張 り､虚ろで

機械的な表情で､人間以下に見えた｡

Thefigureofthesoldierclungcringingagainstthefaceof

thewall,cleaving,gropingdownwardslikesomeunsure

insectworkingitswaylowerandlower,fearingevery

movement.Atlast,sweatingandwithastrainedface,the

figurehadlandedsafelyandturnedtothegroupofsoldiers.

Butstillithadastiffnessandablank,mechanicallook,was

somethinglessthanhuman.(p.24)

この軍隊というメカニズムのもつ非人間性や生命に反する行為は｢英国よ､

わが英国よ｣にいたると､もっと意識的に描写されている｡ 主人公は士官の

命令に機械的に動 き出す｡機械仕掛けだ｡まったく機械的に服従しての発砲

だ｡まったく機械的な発砲なのだ｡かれの魂は重荷を下ろし､暗黒のあらわ

さの中で考えていた｡

Hemovedintoalightning-likemechanicalresponseatthe

sharpcryfrom theofficeroverhead.Mechanism,thepure

mechanicalactionofobedienceattheguns.Puremechanical

actionattheguns.Itleftthesoulunburdened,broodingin

darknakedness.Intheend,thesoulisalone,broodingonthe

faceoftheuncreatedflux,asabirdonadarksea.8

8England,MyEngland,p.37.
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ここでは"mechanical"とか "mechanism"という語が繰 り返され､非人間性

が強調されている｡ こうしたメカニズムはEgbertにとって耐えられないも

のなのだ｡それは ｢泣きどころ｣のヒーローにとっても同じである｡

訓練で梯子を登ってゆくBachmannは突然恐怖におそわれ､緊張のあまり

失禁してしまう｡彼は無意識に腕をあげ､彼を引きあげて くれた士官を水の

なかに落 としてしまう｡ それは軍隊という権威や権力に対する彼の個人 とし

てのレジスタンスである｡ このシーンでも時間は一時停止したかのように思

える｡彼はその場を逃れて､男爵の屋敷でメイドをしている恋人のEmilieの

ところにゆく｡彼の心のなかに開いた穴､恥を忘れさせて くれるのが彼女で

ある｡

二人の愛の儀式 ともいうべきシーンでも超時間性が支配する｡

Asshecamequiteclose,almostinvisiblyheliftedhisarms

andputthemroundherwaist,drawingherwithhiswilland

desire.Heburiedhisfaceintoherapron,intotheterrible

softnessofherbelly.Andhewasaflameofpassionintense

abouther.Hehadforgotten.Shameandmemoryweregone

inawhole,furiousflameofpassion.

Shewasquitehelpless.Herhandsleapt,fluttered,and

closedoverhishead,pressingitdeeperintoherbelly,vibrat-

ingasshedidso.Andhisarmstightenedonher,hishands

spreadoverherloins,warm asflameonherloveliness.It

wasintenseanguishofblissforher,andshelostconscious-

ness.

Andhewasrestoredandcompleted,closetoher.That

little,twitching,momentaryclaspofacknowledgementthat

shegavehiminhersatisfaction,rousedhisprideunconquer-
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able.Theylovedeachother,andallwaswhole.Sheloved

him,hehadtakenher,shewasglVentOhim.Itwasright.He

wasgiventoher,andtheywereone,complete.(p.34)

彼 は彼女の愛により､再生 し完全 となる｡

上述のシーンは 『虹』で農夫の Tom Brangwenが LydiaLenskyにプロ

ポーズするシーンによく似ている｡

Heturnedandlookedforachair,andkeepingherstillin

hisarms,satdownwithherclosetohim,tohisbreast.Then,

forafewseconds,hewentutterlytosleep,asleepandsealed

inthedarkestsleep,utter,extremeoblivion.

From whichhecametogradually,alwaysholdingher

warm andcloseuponhim,andsheasutterlysilentashe,

involvedinthesameoblivion,thefecunddarkness.

Hereturnedgradually,butnewlycreated,asaftera

gestation,anewbirth,inthewombofdarkness.Aerialand

lighteverythingwas,new asamorning,freshandnewly-

begun.Likeadawnthenewnessandtheblissfilledin.And

shesatutterlystillwithhim,asifinthesame.

Thenshelookedupathim,thewide,youngeyesblazing

withlight.Andhebentdownandkissedheronthelips.And

thedawnblazedinthem,theirnewlifecametopass,itwas

beyondallconcelVlnggood,itwassogood,thatitwas

9D.H.Lawrence,TheRainbow(Harmondsworth:PenguinBooks,1981,First
Published1915),p.81.｢泣きどころ｣と 『虹』の二つのシーンとも､主人公は一時
意識を失い､その後正気にもどり､再生し完全となるのである｡
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almostlikeapassing-away,atrespass.Hedrewhersudden-

lyclosertohim.9
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TomはLydiaにひかれ結婚を申し込む｡この場面でも漠然 とした超時間性

が支配しているといえる｡ このシーンでTom は｢泣きどころ｣の主人公同様

に再生することになる｡ さらに前述の ｢泣 きどころ｣のシーンは 『恋する女

たち』で､Geraldが父の死の恐怖を忘れるためGudrunと肉体的に結ばれる

シーンとも重なって くる｡

Ashedrew nearertoher,heplungeddeeperintoher

enveloplngsoftwarmth,awonderfulcreativeheatthat

penetratedhisveinsandgavehimlifeagain.Hefelthimself

dissolvingandsinkingtorestinthebathofherliving

strength.Itseemedasifherheartinherbreastwerea

second unconquerablesun,into tileglow and creative

strengthofwhichheplungedfurtherandfurther.Allhis

veins,thatweremurderedandlacerated,healedsoftlyaslife

camepulsingin,stealinginvisiblyintohimasifitwerethe

alトpowerfuleffluenceofthesun.Hisblood,whichseemedto

havebeendrawnbackintodeath,cameebbingonthereturn,

surely,beautifully,powerfully.

Hefelthislimbsgrowlngfullerandflexiblewithlife,his

bodygainedanunknownstrength.Hewasamanagaln,

strongandrounded,Andhewasachild,sosoothedand

restoredandfullofgratitude.10

10WomeninLove,p.344.
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Geraldは女性により､力がよみがえり再生することができるのである｡ただ

し､上述のシーンではGeraldの幼児性 といったものも同時に暴露されるこ

とになる｡

｢泣 きどころ｣は主人公の逮捕されるところで終わるのだが､彼は軍隊とい

う抑圧 とメカニズムの組織を逃れ､恋人 と結ばれたことで､自己を確認し､

一人前の男として再生したことになる｡

D̀aughtersoftheVicar'

この作品は1911年 7月に T̀woMarriages'として書 き始められ､1913年

7月に修正されそのタイ トルも変更された｡さらに1914年 7月に改訂され

る｡ここでは二組の結婚がとりあげられる｡牧師の娘 MaryとMassy牧師の

結婚は否定的に､妹 Louisaと炭鉱夫 Alfredの結婚は肯定的に描かれる｡こ

の筋書きは 『恋する女たち』の構成 と似ている｡

姉娘 MaryとMassyの結婚は精神的､理性的なもので､不自然で非人間的

要素をもつものである｡彼女は自分の肉体を犠牲にすることで､感情 も衝動

もなく､理性 と精神によってのみ生 きることを求めるのだ｡それに対 し､

Louisaにとり結婚に不可欠なものは愛､つまり肉体をともなった愛である｡

Alfredは海軍に従軍し､30歳ちか くになり､ナイーブで女に未経験なまま

で帰宅する｡Alfredの家を訪れたLouisaが彼の母に頼まれて､彼の背中を洗

うシーンは､MichaelBlackの主張するように､一つの"washingritual"ll

である｡ この行為はキリス トの足をマグダラのマリアや使徒たちが洗うのと

同様であろう｡もちろん､『息子 と恋人』や他の短編のなかでも､坑夫の背中

を洗うシーンはあるが､主人公の意識の中まで入 り込んで措かれてはいない｡

暖炉の前にひざまずき､上半身裸で体を洗っているAlfredにLouisaは身構

えるが､男性の肉体の美しさを意識し､彼に対する優しさに目覚める｡ この

llMichaelBlack,D.H.Lau)rence,TheEarlyFiction(London:Macmillan,1986),
p.190.
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シーンでも､やはり超時間的時間が支酉己しているといえる｡

Hisskinwasbeautifullywhiteandunblemished,ofan

opaque,solidwhiteness.GraduallyLouisasawit:thisalso

waswhathewas.Itfascinatedher,Herfeelingofseparate-

nesspassedaway:sheceasedtodrawbackfrom contact

withhimandhismother.Therewasthislivingcentre.Her

heartranhot.Shehadreachedsomegoalinthisbeautiful,

clear,malebody.Shelovedhiminawhite,impersonalheat.

Butthesun-burnt,reddishneckandears:theyweremore

personal,morecurious.Atendernessroseinher,sheloved

evenhisqueerears.Aperson- anintimatebeinghewasto

her.Sheputdownthetowelandwentupstairsagain,trou-

bledinherheart.(p.73)
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前述の場面はLadyChatterley'sLouerでMellorsが森のなかで上半身を

洗ってるのをConnieが見るシーンを連想させるが､一種の洗礼のリチュア

ルともいえよう｡

Yetinsomecuriouswayitwasavisionaryexperience:it

hadhitherinthemiddleofthebody.Shesawtheclumsy

breechesslippingdownoverthepure,delicate,whiteloins,

thebonesshowingalittle,andthesenseofaloneness,ofa

creaturepurelyalone,overwhelmedher.Perfect,white,

Solitarynudityofacreaturethatlivesalone,andinwardly

alone.Andbeyondthat,acertainbeautyofapurecreature.

Notthestuffofbeauty,noteventhebodyofbeauty,buta

lambency,thewarm,whiteflameofaslnglelife,revealing
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itselfincontoursthatonemighttouch:abody!12

Connieは純潔に孤独に生きている人間の孤独感に圧倒される｡完壁な白い孤

独な裸身､一つの生命のはげしい白い炎に感動をうける｡ 前述の二つのシー

ンに共通しているのは､男性の肉体の美しさ､孤独､純潔､そして水で洗い

清めるということである｡Eliadeのいうように､｢水は分解L形を破棄し､罪

を洗い流し､同時に清めかつ再生する｡水に浸ることにより古き人は死んで､

新しい再生の存在が生まれる｣13のだ｡Alfredの肉体の美しさは､堕落する前

のアダムの肉体そのままに､彼の無垢 と純潔や孤独を表しているといえよう｡

Alfredに対し､Massyはまるで小児のように貧弱で成熟しない肉体しか持っ

ていない｡

AlfredとLouisaのラブシーンもやはり超時間性が支配している｡

Then,gradually,asheheldhergripped,andhisbrain

reeledround,andhefelthimselffalling,fallingfromhimself,

andwhilstshe,yieldedup,Swoonedtoakindofdeathof

herself,amomentofutterdarknesscameoverhim,andthey

begantowakeupagainasiffrom alongsleep.Hewas

himself.

Afterawhilehisarmsslackened,sheloosenedherselfa

little,andputherarmsroundhim,asheheldher.Sothey

heldeachotherclose,andhideachagainsttheotherfor

assurance,helplessinspeech.Anditwaseverherhandsthat

12D .H.Lawrence,LadyChatterley'sLover(PenguinBooks,1961,FirstPublished
1928),pp.68-69.
13TheSacredandtheProfane,pp.130-132.
14TheRainbou),p.81.
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trembledmorecloselyuponhim,drawlnghim nearerinto

her,withlove.(p.82)

365

この場面 も前に引用した『虹』のTomのプロポーズのシーン14に似ている｡

Louisaとの愛を確認したAlfredは母の死後､結婚を申しこみ､新天地カナダ

にゆくことになる｡この ｢牧師の娘たち｣ でも決定的瞬間は超時間性のなか

で起 こっているのである｡

ÒdourofChrysanthemums'

この短編小説は1909年 12月に書かれ､1910年 5月に修正され､1911年 6

月に TheEnglishReviewに掲載され､さらに1914年 7月と10月に改訂さ

れた｡｢菊の香 り｣ はK.Widmerの主張するように､"realistic study of

domesticscene"と"apoeticstatementontherelationofdeathand

passion"15であり､リアリズムとシンボリズムがうまく調和 している完成度

の高い作品である｡題名の花､菊は重要な象徴 として作周している｡菊はヒ

ロインElizabethBatesがWalterと結婚 したとき､そして娘 Annieが生ま

れたとき､初めて夫が酔って帰宅したとき､彼の帰 りを待つ彼女のエプロン

に挿 した花､夫の遺体を運んできたとき花掛 こ入っている花 といったようケこ､

作品のなかで一貫して使われるシンボルである｡それは希望 と絶望､喜びと

悲しみ､生 と死 といったものの象徴であろう｡∫,H.Harrisによれば､この

花の香 りは"funerealsmell"16を表 している｡菊はさらに"slightedlove"､

"dejection"17を象徴している｡

ス トーリーの前半はSonsandLoversで夫の帰 りを待つGertrudeと同様

15K.Widmer,p.22.
16JaniceHubbardHarris,TheShortFictionofD.H.Lawrence(NewBruns-
wick:RutgersUniversityPress,1984),p.28.
17GertrudeJobes,Dictiona7yOfMythology,FolklweandSymbols,PartI(New
York:Scarecrowlnc.,1962),p.334.



366 人 文 研 究 第 83 輯

に､ElizabethがWalterの帰 りを子供たちと待っている｡ロレンスはリアリ

ズムの手法を用いてベイツ家の緊張した状態や夫婦の不和を描いてゆく｡し

かし後半は雰囲気が一変し､夫人の夫に対する死の予感､炭鉱事故 と夫の死､

遺体を洗うリチュアル､そして人間の孤独や他者 という存在の認識 というこ

とになる｡

ここでElizabethと義母の二人が死体を洗うラス トシーンをとりあげて考

えてみることにする｡この場面は ｢菊の香 り｣の圧巻であり､文字通 り清め

の儀式 といえよう｡ このシーンでも時間を超越 したといってもよい時間が流

れている｡落盤事故で命を落 とした夫の遺体が仲間により担架に載せられて

運ばれてくる｡母 と妻は左右に別れて､遺体を洗ってゆく｡

Whentheyarose,sawhim lyinginthenaTvedignityof

death,thewomenstoodarrestedinfearandrespect.Fora

few momentstheyremainedstill,lookingdown,theold

motherwhimpering.Elizabethfeltcountermanded.Shesaw

him,howutterlyinviolablehelayinhimself.Shehadnothing

todowithhim.Shecouldnotacceptit.Stooping,shelaidher

handonhim,inclaim.Hewasstillwarm,fortheminewas

hotwherehehaddied.Hismotherhadhisfacebetweenher

hands,andwasmurmuringincoherently.Theoldtearsfeュlin

successionasdropsfrom wetleaves;themotherwasnot

weeping,merelyhertearsflowed.Elizabethembracedthe

bodyofherhusband,withcheekandlips.Sheseemedtobe

listening,1nqulrlng,tryingtogetsomeconnection.Butshe

couldnot.Shewasdrivenaway.Hewasimpregnable.

(p.196)
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夫は犯 しがたく横たわっている｡ 彼女は夫 とは何の関係 もないのだ｡妻はそ

のことを受け入れる気はなかった｡Elizabethは身を屈め､自分の権利を主張

するようにWalterの体に手をのせた｡だが相手 は受付けない｡妻は夫が死ん

だ今､初めて夫は自分 と違 う人間であること､他者であったことを悟る｡ こ

の決定的瞬間に､妻は夫が自分の心に措いた人間とは違う男性であったこと

を知るのだ｡ラス トシーンでロレンスは､生者 と死者 との間に存在する大 き

な隔たりを繰 り返 し描写してゆ く｡

Elizabethlookedup.Theman'smouthwasfallenback,

slightlyopen,underthecoverofthemoustache.Theeyes,

halfshut,didnotshowglazedintheobscurity.Lifewithits

smokyburninggonefromhim,hadlefthimapartandutterly

alientoher.Andsheknewwhatastrangerhewastoher.Ⅰn

herwombwasiceoffear,becauseofthisseparatestranger

withwhomshehadbeenlivingasoneflesh.Wasthiswhat

itallmeant- utter,intactseparateness,obscuredbyheatof

living?Indreadsheturnedherfaceaway.Thefactwastoo

deadly.(p.197)

生命 はぶすぶすいぶ りながら､彼から消えて､彼を引き離 して妻から孤立

させてしまった｡子宮のなかには氷のような恐怖があった｡それは一つの肉

として一緒に暮 らしてきたはずだが､他人である夫のせいであった｡妻にと

り夫は知 らない存在であり､異邦人にすぎないのだ｡ こうした人間の孤独や

孤立､つまり"separateness"は 『虹』のなかでも繰 り返 し措かれている｡

Theyweresuchstrangers,theymustforeverbesuch

strangers,thathispassionwasaclanglngtormenttOhim.

Suchintimacyofembrace,andsuchutterforelgnneSSOf



368 人 文 研 究 第 83 輯

contact!Itwasunbearable.Hecouldnotbeartobenear

her,andknow theutterforeignnessbetweenthem,know

howentirelytheywerestrangerstoeachother.18

Hediedandwenthisway,butnotbeforetherewas

ano仏erchild.AndthislittleUrsulawashisgrandchild.She

wasgladofit.Forshestillhonouredhim,thoughhehadbeen

mistaken.

She,LydiaBrangwen,wassorryforhimnow.Hewas

dead-hehadscarcelylived.Hehadneverknownher.He

hadlainwithher,buthehadneverknownher.Hehadnever

receivedwhatshecouldgivehim.Hehadgoneawayfrom

herempty.So,hehadneverlived.So,hehaddiedandpassed

away.Yettherehadbeenstrengthandpowerinhim.19

二つの引用のうち､前者ではTom とLydiaの関係が Tomの意識の深層

を通して描写される｡ TomにとってLydiaは未知の存在であり､他人であ

る｡しかし､二人はお互いの他者を認めて､対抗しながら均衡を保っている

といえよう｡ このバランスのある関係が二人を開放 し､かれらはお互いに依

存しながら､個を失うことなく生きてゆくことができる｡後者ではLydiaと

前夫 PaulLenskyの夫婦における孤立のテーマが扱われている｡二人の関係

は｢菊の香 り｣のベイツ夫妻ほど否定的なものではないが､Lydiaが一方的に

夫につかえるという点ではベイツ夫妻の関係のバ リエーションともいえよ

う｡レンスキー夫妻は他人同志であり､お互いによく分かりあえなかったが､

LydiaのLenskyに対する愛は真実であった点でベイツ夫妻 とは異なってい

18TheRainbou),p.84.
19Ibid.,p.302.
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｢菊の香 り｣のラス トシーンではヒロインの意識の深層が描かれる｡

Nowhewasdead,Sheknewhow eternallyhewasapart

fromher,howeternallyhehadnothingmoretodowithher.

Shesawthisepisodeofherlifeclosed.Theyhaddeniedeach

otherinlife.(p.198)

る｡
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ベイツ夫人の夫の生命は燃えつきて､遠い人になってしまった｡まったくの

異邦の人になり､見知らぬ人になってしまった｡二人は夫婦であったのに､

完全に別々に生きていたのだ｡まるで二人の間に何 もなかったかのように｡

ヒロインが夫婦 としてあるべき関係を樹立できなかったのは､彼女自身のプ

ライドと意志の力のためであったということを夫人は悟る｡夫の死んだ今､

初めて彼女は自分が間違っていたと思う｡ ここでも時間を超えた時間が流れ

ているといえよう｡この時間は､｢停止した時間､尺度にしたがわない時間｣20

であり ｢深化してゆく詩情の時間｣21でさえある｡この場面にはポエジーがあ

り､GastonBachelardのいうように､｢全宇宙の展望 と､ひとつの魂の秘密､

ひとつの存在の秘密｣22がある｡ ロレンスは ｢菊の香 り｣のエンディングで､

単なるリアリズムという枠を大 きく越えて､宇宙を支配する非人間的な力と

でもいえるパースペクティブで､ヒロインの意識の深層を描写している｡リ

アリズムとシンボリズムが見事に調和 したこの短編は､ロレンスの短編小説

のなかでも成熟し完成度の高い作品ということが出来よう｡

20GustonBachelard,L'intuitiondeI,'instant(Paris:豆ditionsGouthier,1932),
p.104.
21Ibid.,p.104.
22Lbid"p.103.
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以上､『プロシア士官』のなかの四つの短編小説をとりあげ､そのなかで措

かれた超時間的シーンに焦点 をしぼって考 えて きたが､ こうした超時間的

シーンは､他の短編､ T̀heWhiteStocking'におけるダンスシーンや T̀he

ShadowoftheRoseGarden'のバラ園の場面や T̀heChristening'の洗礼式

のシーンにもみられる｡23前述のように､『プロシア士官』の短編小説 はその制

作時期 と過程､つまり 『息子 と恋人』が出版された後で完成､出版 された点

から考えても､初期の作品 とするのは問題があるかもしれない｡24とくに､こ

の論文で とりあげた四つの作品は､完成の目付けから明らかなように､芸術

性の高い､優れたものといえよう｡ したがって､『虹』や 『恋する女たち』で

頻繁にでて くる超時間的シーンと似通ったシーンがあるのも､納得できるの

である｡ 『息子 と恋人』を出版 し､作家 としての自信 と主張をもったロレンス

が､『虹』以降の作品へ と飛躍するためのワン･ステップとして 『プロシア士

官』を出版 したと考えるのが､妥当であろう｡

このように考えると､『プロシア士官』は『虹』､『恋する女たち』､｢英国よ､

わが英国よ｣､『チャタレイ夫人の恋人』 といった作品へ と成熟してゆ く過渡

期の短編集であり､ロレンスの全小説 という大 きな構図から考えるとき､重

23SeeKeithCushman,=̀IAmGoingthrough aTransitionStage':ThePniSSian
OH2'cerandTheRainbow,"TheD.H.LawrenceRevieu)(Spring1975),193-194.
Cushmanは､この優れた論文のなかで 『プロシア士官』の短編小説と『虹』の決定
的シーンの類似点を述べているが､｢白い靴下｣のダンスシーンや ｢蓄蔵園の影｣の
蓄蕨園のシーンを｢体験の儀式化｣､つまりリチュアル的な場面と見なしている｡筆
者はこれらのシーンを超時間的シーンと考えるが､それは必ずしも ｢儀式的｣とば
かりはいいきれないと思うからである｡例えば､『虹』の ｢勝利者アナ｣の章で妊娠

したアナが豊穣の踊りを踊るシーン (pp.224-226)と､｢白い靴下｣のダンスシー
ンを比べてみれば､その違いは明らかである｡『虹』のシーンはまさにリチュアルそ
のものといえよう｡筆者の用いる｢超時間的｣という言葉はもっと広い意味をもち､
ロレンスの小説の決定的なシーンを考えるときに､適当な用語といえよう.
24この間題に関しては､上述のCushmanの論文やJohnWorthenのこの短編集の
成立過程の研究､∫.H.Harrisの著作などが参考になろう｡日本ロレンス協会第 22

回大会のシンポジウムでも東北大学の後藤真琴氏から､『プロシア士官』が初期の短
編とは言えないのではないかとの意見が出されたが､筆者も同感である｡
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要な役割 を演 じているといえるのではなかろうか｡
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※本稿は､日本ロレンス協会第 22回大会 (於 東京学芸大学)のシンポジウムで口

頭発表したものに､加筆修正を施したものである｡


